
１回で行なう例 ２～３回で行なう例

【第１回目W.S】
〔外業〕 〔外業〕
9：00～10：30 9：00～10：30
（１時間30分） （１時間30分）

移動時間 移動時間
（30分） （30分）

11：00～12：00 11：00～12：00
（1時間） （1時間）

休憩 （第１回目W.S終了）

【第２回目W.S】

13：00～14：00 9：00～10：00
（1時間） （1時間）

14：00～15：00 10：00～11：00
（1時間） （1時間）

休憩
15：10～16：10 11：00～12：00
（1時間）

（第２回目W.S終了）

【第３回目W.S】

16：10～17：10 9：00～11：30
（1時間） （2時間30分）
※図面での

整理は無理か？

（第３回目W.S終了）

Ⅱ．水路環境の変化の把握
（現状の水路環境がむかしに比べ、いかに変化したか把握します）

Ⅲ．改善方法の検討
（地域が望む水路の目標や水路環境を少しでもよくする手法を検討します）

①　現地で水路構造や水路の周環境について確認（むかし及び現在の状況はどうか）【外業】

② 水路の診断を行う（質問についてむかし及び状況はどうか考える）

Ⅳ．結果の整理
（地域振興につながる展開を意識し、地域が取り組んでいく事項を整理します）

①　地域が望む水路の目標（将来像）を設定 ②　取り組むべき具体的な手法（目標）を検討

ワークショップで活用する、「生きもの環境水路評価」の手順は、以下の通りですが、事
前に生きもの調査を行ったり、専門家からの学習会などを合わせて行なうことで、より充
実した検討ができます。

○○水路

○○地区水路評価　　ワークショップ　（取りまとめイメージ）

アユモドキ

地域の住民が望む水路や水路とのつながり　の意見

昔よく見かけたアユモドキを復活させたい。

昔はフナがいっぱいいたよ。

水路で魚とりなどで遊んだものだ。

　水路に魚を増やして釣り客を増やしてはど

うか。

昔は水路で野菜を洗ったりしたが、今は水
質がわるい。

農薬が水路に流れ込んでいるし、魚は食べ
たくない。

例）
○水路幅に余裕がある所
　に魚の住処となるよう
　な石を置いてはどうか。

○幅がある所でよどみを

　作れば魚が休憩できる
　のではないか。

例）
○水路の底に少しだけ土砂
　がたまるように石やブロ

　ックを置いてみよう。

○泥上げするときは、全部
　土砂を取らずに、少し残
　してみてはどうか。

例）
○老朽化していて、断面が
　不足しているため、改修

　を要望しているが、次の

　工事には魚が住めるよう

　な水路にしたい。

２．結果の取りまとめ図

魚を復活させたい 遊び・レジャーに活用したい 水質を改善すべき

合わせて行なうと
より良い事項（例）

評価を行う水路、地域で
「田んぼの生きもの調査な
ど」を事前に行い、調査結
果の発表会に合わせて、こ
のツールを使ってワーク
ショップを行なう。

水路の変遷や地域の歴史、
水路環境などに詳しい方を
講師として、講演会や学習
会を開催する。

水路の改善方法の検討で、
魚類の生息環境などに詳し
い専門家を招き、勉強会を
実施するなど事例や具体的
な方法のアドバイスを受け
る。

本ツールを用いたワークショップ
（W.S）の行程例

※評価を行う水路延長によっても
異なりますが約１kmを想定

項　　目 タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

水路断面

三面張り水路
（堆積なし） 二面張り水路

土水路石積みや土羽の水路
底は砂や泥

三面張り水路
（堆積あり）

5
cm
程
度 ・水路の構造は？

・水路周辺の環境は？

・維持管理の状況は？

・底に土などがあるか？

・落差工はないか？

・魚が生息できそうか？

・むかし見られたいきものは？

水路評価の流れ
準備するもの

（ワークショップ１班あたり）

Ⅰ．水路の現状把握
（水路のむかしと現在の環境を把握します）

　過去の水路はどうだったか、
むかし見られた生きものは何
か、現在見られる生きものは
何かなどを記録していきま
す。

現
地
調
査

室
内
検
討
（

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
）

　「評価ツール」の設問に
従い、水路環境の変化を把
握し、どのような項目が劣
化しているのかを把握しま
す。
　その後、水路環境を良く
する手法をみんなで意見を
出し合い検討します。

～現地調査～
●調査する範囲の平面図
（1/2,500～1/10,000
の平面図を拡大したもの）
を１枚
●カメラ（ポラロイドカメ
ラなど、撮影した写真をす
ぐに印刷できるように）
●メモ用紙、筆記用具
●評価ツール及び補助ツー
ル（下敷き）
魚類の同定や環境教育の際
使用

～室内検討（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）～

●調査する範囲の平面図
（1/2,500～1/10,000の平
面図を拡大したもの）を7枚程
度用意する（むかしと現在を
比較するため6枚、取りまとめ
に１枚使用）

●模造紙（大きい白紙）
１０枚程度：出てきた意見等
をポストイット（大きい付箋
紙）に書き込み、模造紙に貼
り付け、意見集約させるとき
に使用する

●ポストイット（大きい付箋
紙）
様々な意見に対応するため、
２～３色あればより良い

●三角スケール、計算機
水路延長を測ったり、集計す
るときに使用

●筆記用具
サインペン（人数分）
太目のマジック（平面図に書
き込んだり、意見を集約させ
るときに使用）

●補助ツール（下敷き）
魚類の同定や環境教育の際使
用

●生きもの図鑑など
生きものを同定するときにあ
ると便利）

●お茶など短期

中期

長期

　水路環境を良
くするための方
法の位置付け

維持管理に
関連する方策など

土地改良区 地区（地域） 個人
行政

３．水路環境を良くするための手法の位置付けを確認する

誰　が？

い
つ
頃
？

例）
○老朽化していて、断面が
　不足しているため、改修
　を要望しているが、次の
　工事には魚が住めるよう
　な水路にしたい。

例）
○泥上げするときは、全部
　土砂を取らずに、少し残
　してみてはどうか。

例）
○水路の底に少しだけ土砂
　がたまるように石やブロ
　ックを置いてみよう。

例）
○水路幅に余裕がある所
　に魚の住処となるよう
　な石を置いてはどうか。

例）
○幅がある所でよどみを
　作れば魚が休憩できる
　のではないか。

取組みの規模

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ４項　　目

水路周辺の環境
のタイプ

（イメージ写
真）

両側　植栽なし 片側が道路・宅地
片側は水田・草地など

両側が同じ
（水田と水田）（草地と草地）
（雑木林と雑木林）など

両側が違う環境
（水田と草地）（水田と雑木林）

など
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１．水路構造を知る 

２．水路周辺の生息環境を知る 

３．維持管理の状況を知る 

４-１．水の状況を知る 　   
（非かんがい期の水の有無）

４-２．水の状況を知る 　　　
（湧き水や沢水の有無）

４-３．水の状況を知る     　
（湧き水や沢水を好む魚類などの

有無）

５-１．水路のつながりを知る 　  
（海までのつながり）

５-２．水路のつながりを知る      
（水路と河川のつながり）

５-３．水路のつながりを知る     
（水路と水田のつながり）

６．水路の生活との関連 

むかし（Ｓ40年頃） 現在

・レーダーチャートを作成し、む
かしと現在の水路環境の変化を把
握します。
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